
TALKの向上の秘訣              国際文化       

４０番 若山 竜誠 

●このテーマに決めたきっかけ                                                                                                                   

・自分が人とうまく話せていないため ・将来人とかかわる仕事に就きたいと思っているため 

 

１、TALKがうまい人のポイント 

自分の考え 

・話がまとまっている（たとえを使っている）・たとえを使っている 

・身振り手振りをつかって説明している 

他の人の自分の考えにない考え 

・共感させる（相手の考えをつかむのがうまい） ・話が矛盾していない 

 

２、言葉とはどのようなものなのか 

声・・全く知らない国や知らない民族の言葉は雑音として処理される 

人の言葉・・他の音と完全に違う専用ルートで処理される 

言葉としての役割は３０パーセント 

 

３、言葉とは相手にどのくらい伝わっているのか 

左の写真をもとに私が写真のポイント 

点を文章にまとめ、その文章をもとに 

絵を描いてもらったところ 

 

 

●結果  自分が想像しているものと他の人が想像してるものには差が生まれる 

 

相手にうまく伝えられなければならない 

４、相手にうまく伝えるには 

・共感してもらえるようにする（理解されやすいように話す） 

・自分の言いたいことが分かる ・話し方がよい ・話がまとまっている 

 

５、共感させるとは 

相手と自分が同じように思っていることを用いて話につなげる  理解されやすい 

共感できなかったとしたら自分と違うんだと理解できる 

 

６、話がまとまっているとは 

四字熟語、ことわざ、熟語・・物事の本質をつかむことができ重要なキーワードとし

て用いることができ、説得力が増す。 

                       

                言いたいことが伝わりやすい 

７、話し方がよいとは 

話し方をよくするためには練習方法があり、練習することによって 

・はっきり話すこと  ・言葉や口が回らない ・途中で会話が止まってしまうこと

が解決できるようになる 

例 あいあうあえあお、いあいういえいお、うあういうえうお、えあえいえうえお 

  「生麦生米生卵」 「観る子黒コップ」 「東京特許許可局」  

  「よど殿もよど殿なら、ねね殿もねね殿だ」 

●結果    ・話し方がうまい ・相手のことを考えて話せる 

  

トークがうまい 


